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○砺波市文化会館条例 

平成１６年１１月１日 

条例第７２号 

改正　平成１７年９月２７日条例第２５号 

平成２６年３月２０日条例第５号 

平成２７年３月１９日条例第１号 

平成３１年３月１９日条例第３号 

令和元年５月１６日条例第１号 

（設置） 

第１条　市民の芸術文化の振興と福祉の増進を図るため、文化会館を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条　文化会館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称　砺波市文化会館 

位置　砺波市花園町１番３２号 

（指定管理者による管理） 

第３条　砺波市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって教

育委員会が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に砺波市文化会館（以下「会

館」という。）の管理を行わせるものとする。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条　前条の規定により指定管理者に行わせる管理の業務は、次に掲げる業務とする。 

(１)　会館の施設及び設備の維持管理に関する業務 

(２)　会館の利用の許可に関する業務 

(３)　会館の利用料金の徴収に関する業務 

(４)　その他会館の管理に関して教育委員会が必要と認める業務 

（開館時間） 

第５条　会館の開館時間は、午前９時から午後１０時までとする。ただし、指定管理者

は、特に必要があると認めるときは、教育委員会の承認を得て、これを臨時に変更す

ることができる。 

（休館日） 
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第６条　会館の休館日は、１２月２９日から翌年１月３日までの日とする。ただし、指

定管理者は、特に必要があると認めるときは、教育委員会の承認を得て、休館日以外

の日に休館し、又は休館日に開館することができる。 

（利用の許可） 

第７条　会館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければな

らない。 

２　指定管理者は、会館の管理上必要があると認めるときは、前項の許可に条件を付す

ることができる。 

（利用の不許可） 

第８条　指定管理者は、前条の許可を受けようとする者が次の各号のいずれかに該当す

る場合は、前条の利用を許可しないものとする。 

(１)　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれのあると認めるとき。 

(２)　会館の施設及び附属設備を損傷し、又は汚損するおそれのあると認めるとき。 

(３)　爆発物又は危険物を取り扱うとき。 

(４)　暴力排除の主旨に反すると認めるとき。 

(５)　会館の管理上支障があると認めるとき。 

(６)　前各号に掲げる場合のほか、教育委員会において利用を不適当と認めるとき。 

（利用許可の取消し等） 

第９条　指定管理者は、第７条の規定による利用許可を受けた者（以下「利用者」とい

う。）が次の各号のいずれかに該当するときは、利用許可の条件を変更し、若しくは

制限し、又は利用を停止し、若しくは利用許可を取り消すことができる。この場合に

おいて、利用者が損害を受けることがあっても、指定管理者はその責めを負わない。 

(１)　この条例又はこの条例に基づく教育委員会規則に違反したとき。 

(２)　利用許可の条件に違反したとき。 

(３)　前条各号の規定に該当したとき。 

(４)　災害その他事故により会館の利用ができなくなったとき。 

（目的外利用等の禁止） 

第１０条　利用者は、許可を受けた目的以外に会館を利用し、又はその権利を第三者に

譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

（利用料金） 
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第１１条　利用者は、指定管理者に会館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

を前納しなければならない。ただし、指定管理者が特別の理由があると認める場合は、

この限りでない。 

２　利用料金は、別表第１及び別表第２に掲げる金額の範囲内において、指定管理者が

あらかじめ教育委員会の承認を受けて定める。 

３　別表第１の備考の４及び５又は別表第２の備考の２の規定により増額となる利用料

金は、利用の終了後直ちに納付しなければならない。 

４　国、地方公共団体又は特に指定管理者が認めた団体が会館を利用する場合にあって

は、第１項及び前項の規定にかかわらず、別に納期限を定めることができる。 

５　利用料金は、指定管理者がその収入として収受する。 

（利用料金の還付） 

第１２条　指定管理者が既に収受した利用料金は、還付しない。ただし、次の各号のい

ずれかに該当する場合は、利用料金の全部又は一部を還付することができる。 

(１)　利用者の責めに帰することのできない理由により利用できなくなったとき。 

(２)　利用者が教育委員会規則で定める期間内に当該利用許可の取消しを申し出たと

き。 

(３)　その他指定管理者が特別の理由があると認めたとき。 

（利用者の善管義務） 

第１３条　利用者は、会館の利用に当たっては、この条例及びこの条例に基づく教育委

員会規則を守り、利用する施設、附属設備及び備品（以下「施設等」という。）につ

いては善良な注意を払い正常な状態において利用しなければならない。 

（特別の設備） 

第１４条　利用者は、会館の利用に当たって特別の設備をし、又は備付けの器具以外の

器具を搬入して利用しようとするときは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなけれ

ばならない。 

（原状回復義務） 

第１５条　利用者は、会館の利用が終了したときは、直ちに利用した施設等を原状に回

復し、指定管理者の点検を受けなければならない。 

２　第９条の規定に基づき、利用の許可を取り消され、又は利用を停止されたときも、

同様とする。 

３　前２項の場合に生ずる費用は、利用者の負担とする。 
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（損害賠償） 

第１６条　利用者は、会館の施設等を損傷し、又は汚損したときは、教育委員会が相当

と認める損害を賠償しなければならない。ただし、教育委員会が特にやむを得ない理

由があると認めたときは、その損害賠償額を減額し、又は免除することができる。 

（入場の制限） 

第１７条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、会館への入場を拒

み、又は退場を命ずることができる。 

(１)　公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれのあると認める者 

(２)　他人に危害を及ぼし、又は迷惑をかけるおそれのあると認める者 

(３)　前２号に掲げる者のほか、会館の管理上支障があると認める者 

（指定管理者の立入り） 

第１８条　利用者は、指定管理者が会館の管理上必要な職務を行うため利用の施設に立

ち入るときは、これを拒むことができない。 

（委任） 

第１９条　この条例に定めるもののほか、会館の管理運営に関し必要な事項は、教育委

員会規則で定める。 

附　則 

（施行期日） 

１　この条例は、平成１６年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行の日の前日までに、合併前の砺波市文化会館条例（昭和５６年砺波

市条例第３０号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当

規定によりなされたものとみなす。 

附　則（平成１７年９月２７日条例第２５号） 

（施行期日） 

１　この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行前にこの条例による改正前の砺波市文化会館条例第４条第１項の規

定により許可又は同項の規定によりなされた許可の申請は、この条例による改正後の

砺波市文化会館条例第７条第１項の規定によりした許可又は同項の規定によりなされ

た許可の申請とみなす。 
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附　則（平成２６年３月２０日条例第５号） 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附　則（平成２７年３月１９日条例第１号）抄 

（施行期日） 

１　この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

（砺波市文化会館条例等の一部改正に伴う経過措置） 

２　この条例の施行の際現に第１条から第４条まで、第１０条又は第１２条から第１５

条までの規定による改正前のそれぞれの条例の規定により許可を受けている者の当該

許可に係る利用料金、入館料等又は使用料の額については、第１条から第４条まで、

第１０条又は第１２条から第１５条までの規定による改正後のそれぞれの条例の規定

にかかわらず、なお従前の例による。 

附　則（平成３１年３月１９日条例第３号）抄 

改正　令和元年５月１６日条例第１号 

（施行期日） 

１　この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（砺波市文化会館条例等の一部改正に伴う経過措置） 

２　この条例の施行の際現に第１条から第４条まで、第１２条、第１４条、第１５条又

は第１７条の規定による改正前のそれぞれの条例の規定により許可を受けている者の

当該許可に係る利用料金、入館料等、使用料又は観覧料等の額については、第１条か

ら第４条まで、第１２条、第１４条、第１５条又は第１７条の規定による改正後のそ

れぞれの条例の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附　則（令和元年５月１６日条例第１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表第１（第１１条関係） 

 
施設名 利用日の

区分

金額

 
午前 午後 昼間 夜間 昼夜間 全日

 
時　時 

９～１２

時　時 

１３～１

７

時　時 

９～１７

時　時 

１８～２

２

時　時 

１３～２

２

時　時 

９～２２

 
大ホール（主催

者控室２を含

平日 円 

２８，６００

円 

４２，９５０

円 

５７，２００

円 

５７，２００

円 

８５，８００

円 

１００，１５０
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備考 

１　利用者が入場料又はこれに類するもの（以下「入場料等」という。）を徴収す

る場合の金額は、この表の掲げる金額（以下「通常利用料金」という。）に次の

割合を乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）とする。 

（１）　入場料等の１人当たりの徴収額の最高額（以下「入場料等の最高額」と

いう。）が１，０００円を超え２，０００円以下の場合にあっては、１００分

の１３０ 

（２）　入場料等の最高額が２，０００円を超え３，０００円以下の場合にあっ

ては、１００分の１５０ 

（３）　入場料等の最高額が３，０００円を超える場合にあっては、１００分の

１８０ 

２　入場料等を徴しない場合で利用者が商業宣伝、営業その他これに類する目的を

もって利用する場合の金額は、通常利用料金に１００分の１５０を乗じて得た額

（１０円未満は、切り捨てる。）とする。 

３　練習又は準備のため利用する場合の金額は、通常利用料金に１００分の５０を

乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）とする。 

４　許可を受けた利用時間帯を超えて利用する場合の金額は、１時間（１時間未満

は、１時間とする。）につき当該利用時間帯の通常利用料金に１００分の３０を

乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）を加算した額とする。 

５　会館の付属設備及び備品並びに冷房又は暖房設備の利用料金　教育委員会が別

に定める額 

別表第２（第１１条関係） 

 
む。） 土曜日、

日曜日、

休日

３４，３６０ ５１，４４０ ６８，６２０ ６８，６２０１０２，９８０１２０，１６０

 
施設名 金額

 
午前 午後 昼間 夜間 昼夜間 全日

 
時　時 

９～１２

時　時 

１３～１

７

時　時 

９～１７

時　時 

１８～２

２

時　時 

１３～２

２

時　時 

９～２２

 
リハーサル室 円 円 円 円 円 円 
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備考 

１　主催者控室及び楽屋の使用については、大ホールとの併用の場合に限る。 

２　許可を受けた利用時間帯を超えて利用する場合の金額は、１時間（１時間未満

は、１時間とする。）につき当該利用時間帯の通常利用料金に１００分の３０を

乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）を加算した額とする。 

 
７３０１，１５０１，７８０１，４７０２，３００２，８３０

 
練習室（１） ８４０１，４７０２，２００１，７８０２，５１０３，３５０

 
練習室（２） ７３０１，１５０１，７８０１，４７０２，３００２，８３０

 
練習室（３） ７３０１，１５０１，７８０１，４７０２，３００２，８３０

 
主催者控室１ ８４０１，４７０２，２００１，７８０２，５１０３，３５０

 
楽屋１ ２１０ ３１０ ４２０ ４２０ ６３０ ７３０

 
楽屋２ ２１０ ３１０ ４２０ ４２０ ６３０ ７３０

 
楽屋３ ２１０ ３１０ ４２０ ４２０ ６３０ ７３０

 
楽屋４ ２１０ ３１０ ４２０ ４２０ ６３０ ７３０
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○砺波市農村環境改善センター条例 

平成１６年１１月１日 

条例第１２８号 

改正　平成１７年９月２７日条例第３６号 

平成２３年１２月２７日条例第３０号 

平成２６年３月２０日条例第１３号 

平成２７年３月１９日条例第１号 

平成３１年３月１９日条例第３号 

令和元年５月１６日条例第１号 

令和４年６月２２日条例第１６号 

（設置） 

第１条　農業経営及び農村生活の改善合理化、農業者等農村在住者の健康増進並びに地

域連帯感の醸成を図り、農村の環境整備を計画的に推進するため、砺波市農村環境改

善センター（以下「改善センター」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条　改善センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

（指定管理者による管理） 

第３条　市長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定

により、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）

に改善センターの管理を行わせることができる。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条　前条の規定により指定管理者に行わせる管理の業務は、次に掲げる業務とする。 

(１)　改善センターの維持管理に関する業務 

(２)　改善センターの利用の承認に関する業務 

(３)　改善センターの使用料の徴収に関する業務 

(４)　その他改善センターの管理に関して市長が必要と認める業務 

（指定管理者の権限） 

 
名称 位置

 
砺波市砺波農村環境改善センター 砺波市花園町１番３２号

 
砺波市庄川農村環境改善センター 砺波市庄川町青島３８５番地
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第５条　指定管理者は、指定が効力を有する間、次条から第１１条までに規定する市長

の権限を行うものとする。ただし、地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により、

管理の業務の全部又は一部の停止を命ぜられた期間における当該停止を命ぜられた業

務に係るものを除く。 

（開館時間） 

第６条　改善センターの開館時間は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長が特に必

要があると認めるときは、これを臨時に変更することができる。 

(１)　砺波市砺波農村環境改善センター　午前９時から午後１０時まで 

(２)　砺波市庄川農村環境改善センター　午前９時から午後５時まで（ただし、午後

５時から午後１０時までの範囲内で延長することができる。） 

２　指定管理者は、特に必要があると認めるときは、市長の承認を得て、これを臨時に

変更することができる。 

（休館日） 

第７条　改善センターの休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長が特に必要

があると認めるときは、休館日以外の日に休館し、又は休館日に開館することができ

る。 

(１)　砺波市砺波農村環境改善センター　１２月２９日から翌年１月３日までの日 

(２)　砺波市庄川農村環境改善センター 

ア　毎週土曜日及び日曜日 

イ　国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

ウ　１２月２９日から翌年１月３日までの日 

２　指定管理者は、特に必要があると認めるときは、市長の承認を得て、休館日以外の

日に休館し、又は休館日に開館することができる。 

（利用の承認） 

第８条　改善センターを利用しようとする者は、あらかじめ市長の承認を受けなければ

ならない。この場合において、市長は、管理上必要な条件を付することができる。 

（利用の不承認） 

第９条　市長は、改善センターを利用しようとする者が、次の各号のいずれかに該当す

ると認められるときは、利用を承認しないことができる。 

(１)　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 

(２)　建物又は附属設備を破損するおそれがあるとき。 
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(３)　入場料その他これに類する料金を徴収するとき（ただし、砺波農村環境改善セ

ンター多目的ホールを除く。）。 

(４)　営業宣伝又は販売行為を行うとき（ただし、砺波農村環境改善センター多目的

ホールを除く。）。 

(５)　管理上支障があると認められるとき。 

(６)　前各号に掲げる場合のほか、市長において利用を不適当と認めるとき。 

（利用の承認の取消し等） 

第１０条　市長は、第８条の規定による利用の承認を受けた者（以下「利用者」という。）

が次の各号のいずれかに該当するときは、利用を制限し、利用を停止し、若しくは利

用の承認を取り消し、又は退去を命ずることができる。この場合において、利用者が

損害を受けることがあっても、市長はその責めを負わない。 

(１)　この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 

(２)　承認を受けた目的以外に利用し、又はその利用の権利を譲渡し、若しくは転貸

したとき。 

(３)　災害その他事故により改善センターの利用ができなくなったとき。 

(４)　感染症の疾病があると認められるとき。 

(５)　他人に危害又は迷惑を及ぼすおそれのある物品又は動物を携行するとき。 

(６)　風紀を乱すおそれがあると認められるとき。 

(７)　前各号に掲げる場合のほか、管理上支障があると認められるとき。 

（特別の設備等） 

第１１条　利用者は、改善センターに特別の設備をし、又は造作を加えようとするとき

は、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。 

（使用料） 

第１２条　利用者は、別表に定める使用料を納付しなければならない。 

（冷暖房設備の使用期間） 

第１３条　冷房又は暖房設備を使用できる期間は、冷房設備にあっては６月１日から９

月３０日まで、暖房設備にあっては１１月１日から翌年３月３１日までとする。 

（使用料の納付） 

第１４条　第８条の規定により改善センターの利用の承認を受けた者は、利用許可と同

時に使用料を納付しなければならない。ただし、市長は、必要があると認めるときは、

当該利用の終わった後に使用料を納付させることができる。 
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（使用料の減免） 

第１５条　市長は、公益上必要があると認めるときは、使用料の全部又は一部を免除す

ることができる。 

（使用料の還付） 

第１６条　市長は、天災地変その他不慮の事故により改善センターを利用することがで

きなくなったときは、第１２条の規定による使用料の額に相当する額を還付する。 

（利用料金） 

第１７条　市長は、改善センターの管理を第３条の規定により指定管理者に行わせる場

合において適当と認めるときは、指定管理者に改善センターの利用に係る料金（以下

「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として収受させることができる。 

２　前項の場合において、利用料金は、別表及び第１３条に規定する冷暖房設備の使用

料の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て定めるものとする。

利用料金を変更しようとするときも、また同様とする。 

３　指定管理者は、第１項の場合において、市長の承認を得て定める基準により、利用

料金を減免し、若しくは利用料金を還付することができる。 

（利用者の原状復帰義務） 

第１８条　利用者は、改善センターの利用が終わったとき、又は第１０条の規定による

利用の承認の取消し等をされたときは、遅滞なく附属設備等を原状に復帰するととも

に、場内の清掃を履行しなければならない。第１１条の規定による特別に加えた設備

又は造作の利用が終わったときも、また同様とする。 

（附属設備等の貸出し及び持出しの禁止） 

第１９条　改善センターの附属設備等は、貸し出し、又は持ち出すことができない。 

（損害賠償） 

第２０条　利用者は、改善センターの施設等を損傷し、又は汚損したときは、市長が相

当と認める損害を賠償しなければならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由が

あると認めたときは、その損害賠償額を減額し、又は免除することができる。 

（委任） 

第２１条　この条例に定めるもののほか、改善センターの管理運営に関し必要な事項は、

規則で定める。 

附　則 

（施行期日） 
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１　この条例は、平成１６年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行の日の前日までに、合併前の砺波市農村環境改善センター条例（昭

和５７年砺波市条例第１０号）又は庄川町農村環境改善センターの設置及び管理に関

する条例（平成４年庄川町条例第１５号）の規定によりなされた処分、手続その他の

行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

附　則（平成１７年９月２７日条例第３６号） 

（施行期日） 

１　この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行前にこの条例による改正前の砺波市農村環境改善センター条例第６

条の規定によりした承認又は同条の規定によりなされた承認の申請は、この条例によ

る改正後の砺波市農村環境改善センター条例第８条の規定によりした承認又は同条の

規定によりなされた承認の申請とみなす。 

附　則（平成２３年１２月２７日条例第３０号） 

（施行期日） 

１　この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行の日前に市長がしたこの条例による改正前の砺波市農村環境改善セ

ンター条例第８条の承認で、この条例の施行の際現に効力を有するものは、この条例

による改正後の砺波市農村環境改善センター条例の規定による承認とみなす。 

附　則（平成２６年３月２０日条例第１３号） 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附　則（平成２７年３月１９日条例第１号）抄 

（施行期日） 

１　この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

（砺波市福祉センター条例等の一部改正に伴う経過措置） 

３　この条例の施行の際現に第５条、第８条又は第９条の規定による改正前のそれぞれ

の条例の規定により承認を受けている者の当該承認に係る利用料金又は使用料の額に

ついては、第５条、第８条又は第９条の規定による改正後のそれぞれの条例の規定に

かかわらず、なお従前の例による。 
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附　則（平成３１年３月１９日条例第３号）抄 

改正　令和元年５月１６日条例第１号 

（施行期日） 

１　この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（砺波市福祉センター条例等の一部改正に伴う経過措置） 

３　この条例の施行の際現に第５条、第１０条、第１１条、第１８条又は第１９条の規

定による改正前のそれぞれの条例の規定により承認を受けている者の当該承認に係る

利用料金又は使用料の額については、第５条、第１０条、第１１条、第１８条又は第

１９条の規定による改正後のそれぞれの条例の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。 

附　則（令和元年５月１６日条例第１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附　則（令和４年６月２２日条例第１６号） 

この条例は、令和４年８月１日から施行する。 

別表（第１２条関係） 

１　砺波市砺波農村環境改善センター使用料 

（単位：円） 

備考 

 
区分 午前 午後 昼間 夜間 昼夜間 全日

 
午前９時～

正午

午後１時～

午後５時

午前９時～

午後５時

午後６時～

午後１０時

午後１時～

午後１０時

午前９時～

午後１０時

 
多目的ホール ５，７６０８，５９０１１，４２０１１，４２０１７，１８０２０，０１０

 
農事研修室 ７３０１，１５０１，４７０１，７８０２，３００ ２，８３０

 
生活研修室 １，４７０２，３００２，８３０３，４６０４，６１０ ５，７６０

 
研修室 １，５７０２，４１０２，９３０３，５６０４，７１０ ５，８７０

 
和室 １，４７０２，３００２，８３０３，４６０４，６１０ ５，７６０

 
視聴覚室 １，４７０２，３００２，８３０３，４６０４，６１０ ５，７６０

 
附属設備 市長が別に定める金額
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１　承認を受けた利用時間帯を超えて利用する場合の使用料の額は、１時間（１時

間未満は、１時間とする。）につき、当該利用の直近の時間帯の使用料に１００

分の３０を乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）とする。 

２　営利目的で利用する場合は、この表に掲げる金額（前項により算出した額を含

む。）に１００分の１００を乗じて得た額を加算する。 

３　冷暖房を利用する場合は、１時間（１時間未満は、１時間とする。）につき、

多目的ホールにおいては５６０円、それ以外の室においては１１０円を加算する。 

２　砺波市庄川農村環境改善センター使用料 

（単位　円） 

備考 

１　営利目的で利用する場合は、この表に掲げる金額に１００分の１００を乗じて

得た額を加算する。 

２　冷暖房を利用する場合は、この表に掲げる金額に１００分の３０を乗じて得た

額（１０円未満は、切り捨てる。）を加算する。 

 
区分 午前 午後 夜間

 
午前９時～正午 正午～午後５時 午後５時～午後１０

時

 
農産加工兼調理実習室 １，２６０ ２，１００ ２，１００

 
和室研修室 ９４０ １，５７０ １，５７０

 
会議室 １，２６０ ２，１００ ２，１００

 
農事研修室 １，２６０ ２，１００ ２，１００

 
営農相談室 ６３０ １，０５０ １，０５０

 
多目的ホール １，８９０ ３，１４０ ３，１４０
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